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先進的あるいは特色ある教育課程 学校名等 課程 

「学習指導と生徒指導の一体化 

に係る取組と課題」 
神奈川県立川和高等学校 全日制普通科 

ア 取組状況について 

① 『生徒指導提要』をどのように活用しているか 

『生徒指導提要』に示されている「自己肯定感を育むことができる学びを組織的に行うこ

と」が不登校傾向の生徒を増やさないことに繋がると周知しているが、今後も継続して周知し、

授業における活用の深化を図っていく必要がある。 

②  授業において、『生徒指導提要』に示されている「生徒が自分も一人の人間として大切にさ

れていると感じ、自分を肯定的に捉える自己肯定感や、認められたという自己有用感を育む

工夫」をどのように組織的に行っているか 

令和８年度授業改善のテーマを昨年度から引き続き「協働的な学び」に設定しており、ペア

ワーク、グループワークなどにおいて意見交換をし、思考力・判断力を高めながら課題解決に

至るプロセスを全教科において実践し、報告することになっている。「協働的な学び」が自己

肯定感の醸成に非常に有効であるという仮説を昨年度検証したところ相関関係がうかがえる

結果となった。今年度も引き続き検証したいと考えている。 

③  授業において、『生徒指導提要』に示されている「互いに認め合い・励まし合い・支え合え

る学習集団づくりを促進していく工夫」をどのように組織的に行っているか 

 「協働的な学び」を中心とした授業改善は令和７年度より引き続いて本校のテーマとして位

置づけ実施している。授業における協働的な活動がグループや学級集団のまとまりに大きな

影響を与え、効果を上げていることが学校行事等で確認できている。リスペクトのある人間関

係を構築できる生徒の増加は、授業改善の成果を示すものと考える。  

④  授業において『生徒指導提要』に示されている「生徒に意見発表の場を提供したり、生徒

間の対話や議論の機会を設けたり、生徒が協力して調べ学習をする、実験する、発表する、

作品を作る、演じるなどの取組や探究的な学びと関連のある取組を積極的に進めたりする工

夫」をどのように組織的に行っているか 

 授業内だけでなく、令和７年度よりポスターセッション形式の探究発表会を開催し、有識者

からも良い評価をいただいている。令和８年度からは研究開発グループを新設し、探究的な学

びをさらに充実させる計画を進めている。探究活動が調べ学習に終わらないよう、PDCA サイ

クルを回すことによって学び深め、生徒の自己肯定感の向上に繋げている。その成果は「生徒

による授業評価」の「単元の中で課題について自分の考えをまとめたり、解決方法について考

えたりする場面がある」の項目における肯定的な回答の割合などで検証している。 

⑤  授業において、『生徒指導提要』に示されている「生徒の個性が尊重され、安全かつ安心し

て学習できるような配慮」をどのように組織的に行っているか 

 授業内での発言がより積極的に行われるように風通しの良い学級集団の形成に取り組み、

どのクラスも心理的安全性が非常に担保された集団形成に努めている。配慮が必要な生徒に

ついては、「早期レスキューシステム」として form を使って悩みがある生徒や睡眠不足の生

徒を担任が把握できるようにすることにより、不登校の初期段階において、ステップを設定

し、段階的に教室に戻れるような配慮を計画する、といった支援を行っている。また、SC、SSW

による専門的な見解をケース会議で共有し、各教科担当が意識して授業を展開することで教

室内でもプレッシャーが少ない、安全安心な空間づくりを実践している。 

 

イ 不登校傾向にある生徒の学習支援についての課題 

・「協働的な学び」が本校のバリューになるように共通理解を図りたい。浸透はしているが、全

教職員までには至っていない。今後は研究開発グループを軸として授業のさらなるブラッシ

ュアップと組織的な生徒指導と学習指導の一体化を進めてくことが肝要だと考えている。 
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